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要
旨

本
稿
は
、
都
内
の
私
立
女
子
中
高
一
貫
校
に
お
け
る
中
学
校
一
年
生

の
国
語
（
平
成
十
七
年
度
〜
平
成
十
九
年
度
）
お
よ
び
神
奈
川
県
の
私

立
女
子
一
貫
校
に
お
け
る
高
等
学
校
国
語
総
合
、
高
校
現
代
文
の
授
業

（
平
成
二
十
三
年
度
〜
平
成
二
十
五
年
度
）
に
お
い
て
、
明
治
大
正
期

の
文
部
省
唱
歌
を
利
用
し
た
、
の
べ
四
年
間
の
教
育
実
践
の
記
録
で
あ

る
。
中
学
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
三
年
度
施
行
）
お
よ
び
高
等
学

校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
五
年
度
施
行)

の
改
訂
に
伴
い
、
国
語

教
育
の
現
場
で
は
、
継
続
的
に
日
本
古
典
文
学
や
唱
歌
を
教
材
と
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
歌
詞
が
「
伝
統
的
な
美
文
」
そ
の
も
の
で

あ
り
、「
読
む
」「
歌
う
」
と
い
う
活
動
を
通
し
て
親
し
み
や
す
い
文
部

省
唱
歌
の
教
材
利
用
を
提
案
す
る
。
教
室
で
は
、
歌
詞
の
解
説
を
通
し

た
内
容
の
理
解
、
実
際
に
歌
う
こ
と
に
よ
る
内
容
の
実
践
、
ま
た
、
風

景
を
描
く
な
ど
、
想
像
力
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
歌
詞
の

学
習
を
通
し
て
、
多
く
の
生
徒
が
苦
手
と
す
る
日
本
古
典
文
法
の
学
習

の
糸
口
と
し
た
。
本
稿
で
は
、
全
体
の
試
み
か
ら
二
例
を
紹
介
す
る
。

一
、
は
じ
め
に

文
部
省
唱
歌
の
暗
唱
を
、
教
室
で
実
践
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
は
、

二
十
年
前
に
自
身
が
中
等
教
育
を
受
け
た
時
分
の
経
験
に
よ
る
。
少
な

く
と
も
中
学
校
の
三
年
間
は
、
学
期
毎
に
「
今
月
の
歌
」
と
題
さ
れ
た

資
料
が
配
付
さ
れ
た
。
資
料
に
は
い
く
つ
か
の
唱
歌
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
授
業
の
は
じ
め
に
斉
唱
を
行
い
、
年
に
六
回
の
試
験
で
習
熟
度
が

試
さ
れ
た
。
唱
歌
の
中
に
は
、
そ
の
時
に
初
め
て
接
し
、
そ
の
後
の
人

生
で
も
全
く
耳
に
し
な
い
も
の
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
現
在
で
も
記

憶
の
中
に
と
ど
め
ら
れ
て
お
り
、
何
か
の
拍
子
に
脳
裏
に
蘇
る
も
の
も

少
な
く
な
い
。

唱
歌
の
多
く
は
，
日
本
古
来
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
「
七
五
調
」
を
採
用

中
等
国
語
教
育
に
お
け
る
文
部
省
唱
歌
利
用
の
可
能
性
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教
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文
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し
て
い
る
。
中
村
佳
文
氏
は
、
こ
の
「
七
五
調
」
の
リ
ズ
ム
が
、「
自

然
と
こ
と
ば
を
脳
裏
に
遺
す一

」
と
す
る
と
同
時
に
、
歌
の
暗
誦
と
は
、

歌
の
意
味
内
容
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
発
声
を
行
う
状
態
で
あ
り
、
内

容
理
解
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
学
習
活
動
が
必
要
で

あ
る
、
と
述
べ
て
い
る二
。
つ
ま
り
、
教
室
に
お
け
る
唱
歌
の
暗
誦
と
は
、

単
純
に
歌
詞
を
暗
記
す
る
こ
と
と
、
歌
詞
の
内
容
理
解
を
通
じ
た
学
習

と
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
明
治
大
正
期
の
唱
歌
に

は
、
伝
統
的
な
美
文
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
文
語
の
調
子
に
触
れ
、
言

語
生
活
を
豊
か
に
す
る
可
能
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
は
、
若
井
勲
夫
氏

の
論
考
に
詳
し
い三
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
唱
歌
の
斉
唱
は
、
多
く
の
生
徒

が
苦
手
と
感
じ
る
古
典
学
習
の
糸
口
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

文
部
省
唱
歌
を
利
用
し
た
授
業
の
実
践
に
は
、
す
で
に
福
嶋
美
知
子

氏
に
報
告
が
あ
る
。
福
嶋
氏
は
、
唱
歌
を
日
本
文
化
お
よ
び
異
文
化
理

解
の
有
効
な
方
法
と
と
ら
え
、
日
本
の
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
を
対
象
と

し
て
、『
ふ
じ
の
山
』『
雪
山
賛
歌
』
な
ど
「
山
」
の
歌
を
例
に
、
各
国

の
童
謡
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
、
日
本
文
化
理
解
の
端
緒
と
し
て
の
唱

歌
利
用
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る四
。
唱
歌
の
歌
詞
を
吟
味
し
、
理
解
す
る

こ
と
は
、
日
本
の
古
典
文
学
や
、
伝
統
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
も
有

効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

文
部
科
学
省
に
よ
る
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
い
、
小
学
校
は

平
成
二
十
三
年
度
、
中
学
校
は
平
成
二
十
四
年
度
、
高
等
学
校
は
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
、
国
語
の
授
業
時
間
を
実
質
一
割
程
度
増
加
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
特
に
、
中
学
校
で
は
「
日
本
の
こ
と
わ
ざ
、
古
文
・
漢

文
の
音
読
な
ど
古
典
に
関
す
る
学
習
を
充
実
さ
せ
る五
」
こ
と
、
高
等
学

校
で
は
「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
」
と
し
て
、「
古
典
、

武
道
、
伝
統
音
楽
、
美
術
文
化
、
衣
食
住
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
学

習
を
充
実六
」
さ
せ
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
過
去
の
実

践
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
中
等
国
語
教
育
の
な
か
で
、
文
部
省
唱
歌
を
利

用
す
る
こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

本
稿
は
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
お
よ
び
平
成

二
十
三
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
の
、
の
べ
四
年
間
、
都
内
の

私
立
女
子
中
高
一
貫
校
に
お
け
る
中
学
校
国
語
お
よ
び
神
奈
川
県
の
私

立
女
子
一
貫
校
に
お
け
る
高
等
学
校
国
語
総
合
・
高
校
現
代
文
の
授
業

に
お
い
て
、
明
治
大
正
期
の
文
部
省
唱
歌
を
利
用
し
た
教
育
実
践
の
記

録
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
唱
歌
利
用
が
、
伝
統
的
な
美
文
の
理
解

や
、
日
本
古
典
文
法
の
学
習
へ
の
端
緒
と
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
考

察
す
る
。

二
、
唱
歌
利
用
の
目
的

唱
歌
と
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
学
制
頒
布
以
来
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
ば
で
、「
楽
器
に
合
わ
せ
て
歌
曲
を
正
し
く
歌
い
、
特
性

の
涵
養
情
操
の
陶
冶
を
目
的
と
す
る
教
科
目
」
お
よ
び
そ
の
教
科
に
用

い
ら
れ
る
歌
曲
を
示
す
語
で
あ
る七
。
本
稿
に
お
け
る
「
唱
歌
」
は
、
後
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中等国語教育における文部省唱歌利用の可能性

者
を
指
す
。
堀
内
氏
、
井
上
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
以
来
の
「
唱
歌
」
は
、

初
等
・
中
等
の
学
校
で
教
科
用
に
も
ち
い
ら
れ
、
日
本
語
で
う
た
わ
れ

る
、
主
と
し
て
洋
楽
系
の
短
い
歌
曲
で
あ
り
、
歌
詞
は
教
訓
的
、
美
的

な
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う八
。
す
な
わ
ち
、
唱
歌
の
暗
誦
は
、

現
代
で
は
耳
に
馴
染
ん
だ
洋
楽
系
の
音
階
に
の
せ
て
日
本
の
伝
統
的
美

文
に
接
し
、
吸
収
す
る
機
会
で
あ
る
と
言
え
る
。
実
際
に
斉
唱
を
行
う

と
、「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
簡
単
に
歌
え
る
」「
テ
ン
ポ
が
よ
く
て
、
楽

し
い
」
な
ど
の
感
想
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
手
応
え
を
感
じ
た
。
内
容

の
難
解
さ
に
比
べ
て
、
覚
え
や
す
く
、
歌
い
や
す
い
曲
調
を
も
つ
唱
歌

は
、
現
代
の
中
等
教
育
に
お
け
る
日
本
古
典
お
よ
び
明
治
文
語
文
へ
の

入
口
と
し
て
も
、
適
当
な
教
材
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

授
業
の
最
初
に
斉
唱
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
注
意
が
授
業
へ

と
集
中
し
、
唱
歌
の
斉
唱
を
省
い
た
時
よ
り
も
、
単
元
学
習
へ
の
移
動

が
よ
り
潤
滑
に
行
わ
れ
る
実
感
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
唱
歌
は
、
現
在
の
小
学
校
・
中
学
校
の
音
楽
の
授
業
で
も
、

教
材
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
福
島
美
知
子
氏
の
い
う
よ
う
に
、

唱
歌
と
は
日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り九
、
実
際
に
利
用
し
た

唱
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
、
生
徒
に
と
っ
て
も
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
高
野
辰
之
作
詞
・
岡
野
貞
一
作
曲
の
『
春
の

小
川
』
お
よ
び
『
紅
葉
』
は
、
小
学
校
三
年
生
時
お
よ
び
小
学
校
四
年

時
の
音
楽
教
科
書一
〇
に
採
用
さ
れ
、
教
室
で
も
知
ら
な
い
生
徒
は
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
唱
歌
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、「
既
知
の
も
の
」

を
再
度
検
討
し
、
慎
重
に
吟
味
す
る
作
業
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
物
事
を
あ
ら
た
め
て
知
る
と
い
う
経
験
を

促
し
、
今
後
の
学
習
生
活
に
お
け
る
、
過
去
に
知
っ
た
も
の
に
対
す
る

興
味
と
「
気
づ
き
」
を
育
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。
実
際

に
、
い
く
つ
か
の
唱
歌
を
歌
っ
た
後
に
、
複
数
の
生
徒
か
ら
、「
自
分

た
ち
の
歌
っ
て
い
る
校
歌
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
」
と
い

う
質
問
を
受
け
、
後
に
改
め
て
解
釈
の
機
会
を
設
け
た
。
授
業
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
校
歌
の
内
容
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」
と
い
う
主
旨
の
意
見
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
、

成
果
を
感
じ
た
。

唱
歌
は
、
伝
統
的
な
美
文
を
歌
詞
と
す
る
と
と
も
に
、
歌
詞
の
内
容

に
は
、
日
本
的
情
緒
や
、「
日
本
の
伝
統
文
化
」
と
の
関
連
も
多
く
見
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
唱
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も
に
、
現
代
の

生
活
の
中
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
も
紹
介

を
行
い
、
生
活
の
中
に
根
付
く
日
本
の
伝
統
文
化
へ
の
注
意
を
喚
起
し

た
い
と
考
え
た
。
今
回
の
試
み
で
は
、
五
月
の
「
鯉
の
ぼ
り
」
を
、
端

午
の
節
句
と
結
び
つ
け
て
指
導
を
行
い
、
一
定
の
成
果
を
得
た
。
六
月
以

降
は
、
長
期
休
暇
や
試
験
期
間
な
ど
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
唱
歌
と
の

関
連
と
は
関
係
な
く
、
七
月
の
七
夕
、
九
月
の
重
陽
な
ど
の
五
節
句
や
、

学
校
の
所
在
地
と
関
連
の
深
い
、
酉
の
市
な
ど
の
年
中
行
事
や
年
末
年

始
の
習
俗
な
ど
に
関
し
て
個
別
に
資
料
を
作
成
し
、
配
付
し
て
解
説
を

行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
試
み
に
関
し
て
は
、
別
稿
に
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。
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三
、
唱
歌
の
選
定
方
法
お
よ
び
実
際
に
使
用
し
た
唱
歌

は
じ
め
て
唱
歌
の
利
用
を
実
践
し
た
の
は
、
中
学
一
年
生
を
対
象
と

し
た
授
業
の
中
で
あ
っ
た
。
唱
歌
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
気
を
つ
け

た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
あ
っ
た
唱
歌
を
選
ぶ
こ
と
、
比
較
的

表
現
の
古
い
、
明
治
・
大
正
期
の
唱
歌
を
使
用
す
る
こ
と
、
ま
た
、
歌

詞
に
政
治
的
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
の
三
点
で
あ
る一
一
。
ま
た
、

当
時
使
用
し
て
い
た
教
科
書
の
内
容
に
あ
わ
せ
て
、
二
点
の
唱
歌
を
選

出
し
た
。
配
付
資
料
に
印
刷
す
る
唱
歌
の
歌
詞
お
よ
び
譜
面
は
、
岩
波

文
庫
『
日
本
唱
歌
集
』
に
拠
っ
た
。
以
下
に
一
覧
を
付
す
。

【
中
学
一
年
生
】

四
月　

 

『
花
』　

武
島
羽
衣
作
詞
・
滝
廉
太
郎
作
曲

五
月　

 

『
鯉
の
ぼ
り
』　

文
部
省
唱
歌

六
月　

 

『
夏
は
来
ぬ
』　

佐
佐
木
信
綱
作
詞
・
小
山
作
之
助
作
曲

九
月　

 

『
野
な
か
の
薔
薇
』　

近
藤
朔
風
訳
詞
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
作
曲

十
月　

 

『
故
郷
の
空
』　

大
和
田
建
樹
作
詞
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

十
一
月
『
紅
葉
』
高
野
辰
之
作
詞
・
岡
野
貞
一
作
曲

一
月　

 

『
雪
や
こ
ん
こ
』
文
部
省
唱
歌

【
高
校
生
（
一
年
目
）】

四
月
か
ら
十
月
ま
で
は
、
中
学
一
年
生
に
同
じ
。

一
月　

 

校
歌

二
月　

 

『
あ
お
げ
ば
尊
し
』　

文
部
省
唱
歌

【
高
校
生
（
二
年
目
）】

四
月　

 

『
春
の
小
川
』　

文
部
省
唱
歌

六
月　

 

『
箱
根
八
里
』　

鳥
居
忱
作
詞
・
滝
廉
太
郎
作
曲

九
月　

 

『
埴
生
の
宿
』　

里
見
義
訳
詩
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
作
曲

四
月
の
歌
『
花
』
は
、
日
本
人
の
生
活
や
精
神
に
深
く
根
差
す
「
桜
」

と
の
関
連
か
ら
選
ん
だ
。
特
に
、
中
学
一
年
生
や
高
校
一
年
生
に
と
っ

て
は
、
入
学
後
は
じ
め
て
学
ぶ
唱
歌
と
し
て
、
時
節
に
あ
っ
た
桜
と
い

う
テ
ー
マ
は
親
し
み
や
す
く
、
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
月
の
歌
『
鯉
の
ぼ
り
』
は
、
小
学
校
一
年
生一
二
お
よ
び
五
年
生
時一
三
に

学
ぶ
昭
和
唱
歌
で
は
な
く
、
大
正
時
代
の
尋
常
小
学
唱
歌
か
ら
採
用
し

た
。
歌
詞
に
難
解
な
部
分
が
多
い
が
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
理
解
や
、

歌
詞
の
中
に
頻
出
す
る
中
国
文
学
由
来
の
故
事
な
ど
に
つ
い
て
も
解
説

を
行
い
、
日
本
文
学
と
中
国
文
学
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
た
た
め
、
選
出
し
た
。

六
月
の
歌
『
夏
は
来
ぬ
』
で
は
、
歌
人
佐
々
木
信
綱
の
抒
情
的
な
歌

詞
か
ら
、
描
か
れ
た
風
景
を
想
像
し
な
が
ら
季
節
を
感
じ
取
る
こ
と
と
、

歌
詞
の
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
夏
に
関
す
る
単
語
に
注
目
し
、
歌
語
や

季
語
な
ど
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
求
め
た
。
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九
月
の
歌
『
野
な
か
の
薔
薇
』
は
、
中
学
一
年
生
の
使
用
教
科
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
作
『
少
年
の
日
の
思
い
出一
四
』
に

あ
わ
せ
て
選
ん
だ
。
明
治
時
代
の
唱
歌
に
採
用
さ
れ
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

作
曲
の
楽
譜
と
あ
わ
せ
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
楽
曲
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

ゲ
ー
テ
の
原
詩
も
紹
介
し
た
。
こ
の
作
業
と
同
時
に
、
当
時
出
版
さ
れ

た
ば
か
り
の
ヘ
ッ
セ
の
新
訳一
五
を
示
し
、
訳
者
や
作
曲
者
に
よ
っ
て
作
品

の
印
象
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
を
題
材
と
し
て
、
言
語
表
現
へ
の
興

味
と
注
意
を
養
う
こ
と
を
促
し
た
。

十
月
の
歌
は
、
前
回
採
用
し
た
も
の
と
同
じ
外
国
曲
の
中
か
ら
、
音

響
信
号
機
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
『
故
郷
の
空
』
を
選
ん
だ
。
ま
た
、

同
曲
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画
『
ス
ウ
ィ
ン
グ
・

ガ
ー
ル
ズ
』
の
劇
中
曲
に
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
当

時
に
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
校
一
年
生
に
在
籍
し
て
い
た
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
は
、
特
に
親
し
み
や
す
い
一
曲
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
一
月
の
歌
『
紅
葉
』
は
、
生
徒
の
要
望
か
ら
、
す
で
に
耳
に
な
じ

み
の
あ
る
楽
曲
の
ひ
と
つ
と
し
て
選
ん
だ一
六
。
ま
た
、
歌
詞
の
解
説
を
行

う
に
あ
た
っ
て
、
日
本
文
学
の
中
で
も
伝
統
的
な
景
物
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
紅
葉
」
に
つ
い
て
、
古
典
の
授
業
で
暗
記
課
題
の
あ
っ
た
『
小
倉

百
人
一
首
』
の
な
か
か
ら
、
い
く
つ
か
の
和
歌
に
関
連
付
け
た
説
明
を

行
っ
た
。

一
月
の
歌
『
雪
や
こ
ん
こ
』
は
、
二
〇
〇
五
年
度
の
『
国
語
』
教
科

書
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
『
雪
や
こ
ん
こ
、
あ
ら
れ
や
こ
ん
こ一
七
』
に
登
場

し
た
唱
歌
で
あ
る
。
本
文
中
に
は
「
雪
や
こ
ん
こ
、
あ
ら
れ
や
こ
ん
こ
、

降
っ
て
も
降
っ
て
も
ま
だ
降
り
や
ま
ぬ
」
と
い
う
、
二
番
の
冒
頭
の
み

掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
明
治
時
代
の
尋
常
小
学
唱
歌
（
二
）
に
掲
載

さ
れ
た
全
て
の
歌
詞
を
示
し
な
が
ら
、
多
く
の
生
徒
の
記
憶
の
中
に
あ

る
現
代
版
の
歌
詞
と
の
比
較
、
吟
味
を
行
っ
た
。

高
校
生
用
の
一
月
の
歌
は
、
校
歌
で
あ
る
。
長
期
休
暇
後
で
あ
る
た

め
、
あ
た
ら
し
い
唱
歌
で
は
な
く
、
日
ご
ろ
親
し
ん
で
い
る
校
歌
の
解

説
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
歌
詞
が
口
語
文
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

試
験
等
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。

高
校
生
用
の
二
月
の
歌
は
、
卒
業
式
に
使
用
す
る
唱
歌
『
あ
お
げ
ば

尊
し
』
を
採
用
し
た
。
た
だ
し
、
試
験
等
に
は
使
用
せ
ず
、
歌
詞
の
文

法
解
説
や
、
内
容
の
吟
味
に
と
ど
め
た
。

高
校
生
用
二
年
目
の
四
月
の
歌
は
、
小
学
生
時
に
授
業
で
習
得
し
た

も
の
が
多
く
、
平
易
な
表
現
を
も
つ
『
春
の
小
川
』、
六
月
の
歌
に
は
、

漢
文
学
に
典
拠
を
持
ち
、
活
発
な
印
象
の
強
い
『
箱
根
八
里一
八
』、
九
月

に
は
、『
故
郷
の
空
』
同
様
に
外
国
曲
で
あ
り
、
里
見
義
が
訳
詞
を
手

が
け
た
『
埴
生
の
宿
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
採
用
し
た
。

四
、
唱
歌
を
利
用
し
た
授
業
の
方
法

初
回
は
、
授
業
時
間
五
〇
分
の
う
ち
、
約
二
〇
分
を
使
用
し
て
、
唱

歌
に
つ
い
て
学
ぶ
。
ま
ず
、
唱
歌
の
歌
詞
お
よ
び
楽
譜
を
プ
リ
ン
ト
し
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た
印
刷
資
料
を
配
布
し
、
歌
詞
を
黙
読
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
テ
ー
プ
や

Ｃ
Ｄ
を
利
用
し
た
模
範
歌
唱
、
も
し
く
は
教
師
が
独
唱
を
行
う
。
次
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
唱
歌
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
知
っ
て
い
る
こ
と
や
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。

【
質
問
例
】

①
こ
の
歌
を
、
以
前
に
歌
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

②
こ
の
歌
を
、
以
前
に
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

③
こ
の
歌
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
歌
っ
て
い
ま
す
か
。

④
こ
の
歌
の
中
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

【
解
答
例
】

①
・
あ
り
ま
す
。
小
学
校
（
中
学
校
）
の
授
業
で
歌
い
ま
し
た
。

　

・
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

　

・
き
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
歌
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
・
あ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
で
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

・
映
画
で
聞
き
ま
し
た
。（『
故
郷
の
空
』）

　

・
信
号
の
歌
で
す
。（『
故
郷
の
空
』）

③
・
桜
と
か
、
花
見
と
か
、
春
の
歌
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。（『
花
』）

　

 

・ 

薔
薇
と
子
供
の
歌
で
す
。
な
ん
だ
か
痛
い
で
す
。（『
野
な
か
の

薔
薇
』）

④
・
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

・「
げ
に
一
刻
も
…
」
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。（『
花
』）

　

 

・ 「
た
ち
ま
ち
竜
に
…
」
は
、
か
っ
こ
い
い
け
れ
ど
、
意
味
は
わ

か
ら
な
い
で
す
。（『
鯉
の
ぼ
り
』）

こ
れ
ら
の
質
疑
を
ふ
ま
え
て
、
全
員
で
歌
詞
を
音
読
し
、
歌
詞
内
容

の
詳
説
を
行
っ
た
後
に
、
再
度
模
範
歌
唱
を
行
う
。
二
度
目
の
模
範
歌

唱
の
際
に
は
斉
唱
を
促
し
、
二
回
目
の
授
業
か
ら
は
、
授
業
開
始
後
約

二
分
を
利
用
し
て
、
毎
回
斉
唱
を
行
う
。
ま
た
、
一
回
目
の
授
業
後
、

歌
詞
や
内
容
に
関
す
る
質
問
に
は
、
随
時
応
じ
る一
九
。

ま
た
、
斉
唱
の
際
に
は
、
個
人
の
裁
量
で
徐
々
に
暗
誦
へ
と
移
行
す

る
よ
う
に
指
導
し
、
中
間
試
験
お
よ
び
期
末
試
験
で
暗
記
問
題
を
課
し

て
習
熟
度
を
は
か
る
。
ま
ず
、
歌
詞
の
中
か
ら
数
箇
所
を
空
欄
と
し
、

そ
の
中
あ
て
は
ま
る
歌
詞
を
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
や
漢
字
表
記
に
配
慮

し
て
正
確
に
答
え
さ
せ
た
。
採
点
は
比
較
的
厳
し
く
行
い
、
歌
詞
の
内

容
が
正
確
で
あ
る
場
合
に
も
、
漢
字
か
な
表
記
の
混
乱
や
、
句
読
点
の

脱
落
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
減
点
を
行
っ
た
。
こ
の
採
点
方
法
は
、

生
徒
に
は
大
変
不
評
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ひ
と
つ
の
文
章

を
、
聴
覚
と
視
覚
と
の
両
面
か
ら
注
意
深
く
観
賞
、
記
憶
す
る
こ
と
の

た
す
け
と
な
り
、
た
と
え
ば
授
業
中
に
課
す
る
教
科
書
音
読
の
際
に
も
、

句
読
点
の
「
間
」
や
、
漢
字
の
よ
み
の
正
確
さ
に
興
味
を
持
ち
、
以
前

よ
り
も
丁
寧
な
音
読
を
心
が
け
る
と
い
う
結
果
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
採
点
方
法
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
八
割
程
度
の
生
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徒
が
ほ
ぼ
正
確
な
解
答
を
行
っ
て
お
り
、
短
期
的
な
唱
歌
の
暗
記
に
は

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

五
、
教
室
に
お
け
る
実
践
の
記
録

本
項
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
使
用
し
た
唱
歌
の
中
か
ら
、『
花
』『
鯉
の

ぼ
り
』
の
二
曲
に
つ
い
て
、
教
室
で
の
実
践
の
記
録
を
紹
介
し
た
い
。

（
１
）『
花
』（『
四
季
』（
明
治
三
十
三
年
）
掲
載
）

　
　
『
花
』

春
の
う
ら
ら
の
隅
田
川
、　

の
ぼ
り
く
だ
り
の
船
人
が

櫂
の
し
づ
く
も
花
と
散
る
、　

眺
め
を
何
に
た
と
う
べ
き
。

見
ず
や
あ
け
ぼ
の
露
浴
び
て
、　

わ
れ
に
も
の
言
ふ
桜
木
を
、

見
ず
や
夕
ぐ
れ
手
を
の
べ
て
、　

わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青
柳
を
。

錦
お
り
な
す
長
堤
に　

く
る
れ
ば
の
ぼ
る
お
ぼ
ろ
月
。

げ
に
一
刻
も
千
金
の　

眺
め
を
何
に
た
と
う
べ
き
。

授
業
に
お
け
る
唱
歌
利
用
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
春
に
は
欠

か
せ
な
い
景
物
で
あ
る
「
さ
く
ら
」
に
取
材
し
た
滝
廉
太
郎
の
『
花
』

を
選
ん
だ
。
ま
ず
、
授
業
の
冒
頭
に
「
日
本
文
学
に
お
け
る
桜
」
と
い

う
資
料
を
配
付
し
て
、
古
今
和
歌
集
の
素
性
法
師
歌
や
、
芭
蕉
の
句
、

梶
井
基
次
郎
『
桜
の
樹
の
下
に
は
』
冒
頭
な
ど
、
日
本
文
学
に
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
桜
に
関
す
る
記
述
の
ご
く
一
部
を
紹
介
し
、
そ
れ
と
同

時
に
江
戸
時
代
の
花
見
の
風
景二
〇
を
見
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
さ
せ

た
。
桜
を
眺
め
る
人
々
の
中
に
、
敷
物
を
敷
い
て
飲
酒
し
、
酔
っ
て
躍

る
人
物
を
発
見
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
現
在
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
風

景
に
驚
い
た
」
と
の
感
想
も
引
き
出
せ
た
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
日

本
人
が
長
く
桜
を
愛
し
、
春
の
景
物
と
し
て
い
つ
も
気
に
か
け
て
い
た

こ
と
を
実
感
さ
せ
た
う
え
で
、
次
に
『
花
』
の
歌
詞
を
紹
介
し
た
。

『
花
』
を
知
ら
な
い
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
狙

い
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
実
際
に
前
出
の
質
問
①
お
よ
び
②
を
行
う
と
、

「
歌
っ
た
こ
と
が
な
い
」「
何
と
な
く
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
回

答
も
あ
り
、
驚
い
た
。
Ｃ
Ｄ
を
利
用
し
た
模
範
歌
唱
に
続
い
て
、
大
多

数
の
生
徒
が
参
加
し
て
斉
唱
を
行
い
、
そ
の
後
、
歌
詞
の
内
容
に
つ
い

て
質
問
を
行
っ
た
。
指
名
を
う
け
た
生
徒
に
は
、「
内
容
が
古
め
か
し

い
」「
二
番
、
三
番
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
る
者
が
多

か
っ
た
。

そ
こ
で
、
ふ
た
た
び
「
日
本
文
学
に
お
け
る
桜
」
の
資
料
に
戻
り
、

隅
田
川
の
花
見
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
し
て
か
ら
、
二
番
と
三
番
の

歌
詞
の
説
明
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
二
番
の
歌
詞
に
は
、
対
句
表
現
が
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
さ
せ
、
次
に
、
資
料
に
掲
載
し
た
素
性
法
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師
の
歌
「
見
わ
た
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
錦
な
り
け
る二
一

」

を
例
に
、
桜
と
柳
が
春
の
景
物
で
あ
り
、
伝
統
的
に
日
本
文
学
に
セ
ッ

ト
で
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
次
に
三

番
の
歌
詞
に
移
動
し
、「
錦
お
り
な
す
長
堤
」
と
い
う
の
は
、
隅
田
川

両
岸
の
「
桜
」
と
「
柳
」
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
た
。
ま
た
、「
お
ぼ
ろ
月
」
と
い
う
の
は
、
春
に
特
徴
的

な
月
の
姿
態
で
あ
り
、
春
の
季
語
で
あ
る
こ
と
、『
朧
月
夜
』
と
い
う

唱
歌
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

最
後
に
、
質
問
に
も
あ
っ
た
「
げ
に
一
刻
も
千
金
の
」
に
つ
い
て
、

解
説
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
歌
詞
は
、
北
宋
の
漢
詩
人
蘇
軾
の
詩
「
春

夜
詩
」
の
第
一
句
に
由
来
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
次
に
、「
春
夜
詩
」

の
全
文
を
示
し
、
解
説
を
行
っ
た
。
全
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

春
宵
一
刻
値
千
金　

花
有
清
香
月
有
陰

歌
管
楼
台
声
細
細　

鞦
韆
院
落
夜
沈
沈二
二

今
後
、
漢
詩
を
学
ぶ
中
学
一
年
生
お
よ
び
高
校
一
年
生
に
対
し
て
は
、

こ
の
詩
の
詩
形
が
七
言
絶
句
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
内
容
の
説
明
を

行
っ
た
。
す
で
に
詩
形
な
ど
を
習
得
済
み
の
高
校
二
年
生
、
三
年
生
に

対
し
て
は
、
詩
形
の
確
認
を
行
っ
た
の
ち
、
押
韻
の
確
認
と
、
内
容
の

説
明
を
行
っ
た
。
説
明
に
対
し
て
、
生
徒
か
ら
は
、「
今
ま
で
、
こ
ん

な
に
一
生
懸
命
歌
詞
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た二
三

」「
な
ん

で
突
然
国
語
で
歌
を
歌
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
、
と
不
満
だ
っ

た
け
れ
ど
も
、
思
っ
て
い
た
よ
り
面
白
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
、
比
較
的
好
意
的
な
感
想
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

試
験
実
施
時
に
は
、
第
一
連
の
「
隅
田
川
」「
眺
め
を
何
に
た
と
う

べ
き
」
お
よ
び
、
第
二
連
の
「
わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青
柳
を
」、
第
三
連

の
「
錦
お
り
な
す
長
堤
に
」
を
暗
記
問
題
と
し
て
課
し
た
ほ
か
、
歌
の

題
名
『
花
』
お
よ
び
、
作
曲
者
名
「
滝
廉
太
郎
」
を
答
え
さ
せ
た
。
ま
た
、

高
校
一
年
生
に
は
『
春
夜
詩
』
の
詩
形
、
高
校
二
年
生
お
よ
び
三
年
生

に
は
、
第
一
句
で
あ
る
「
春
宵
一
刻
値
千
金
」
を
答
え
さ
せ
た
。
初
回

の
試
験
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
正
解
者
は
非
常
に
多
く
、
特
に
「
滝

廉
太
郎
」
は
、
漢
字
に
間
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
二
〇
一
一
年
度
の
試

験
で
は
、
約
八
割
の
生
徒
が
記
憶
し
て
お
り二
四
、
今
後
の
学
習
に
む
け
て

の
手
応
え
を
感
じ
た
。

（
２
）『
鯉
の
ぼ
り
』（『
尋
常
小
学
唱
歌
（
五
）』（
大
正
二
年
）
掲
載
）

　
　
『
鯉
の
ぼ
り
』

甍
の
波
と
雲
の
波
、　

重
な
る
波
の
中
空
を
、

橘
か
お
る
朝
風
に
、　

高
く
泳
ぐ
や
、
鯉
の
ぼ
り
。

開
け
る
広
き
其
の
口
に
、　

舟
を
も
呑
ま
ん
様
見
え
て
、　
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ゆ
た
か
に
振
う
尾
鰭
に
は
、　

物
に
動
ぜ
ぬ
姿
あ
り
。

百
瀬
の
滝
を
登
り
な
ば
、　

忽
ち
竜
に
な
り
ぬ
べ
き
、

わ
が
身
に
似
よ
や
男
子
と
、　

空
に
踊
る
や
鯉
の
ぼ
り
。

第
二
曲
目
の
唱
歌
と
な
る
『
鯉
の
ぼ
り
』
を
歌
う
に
あ
た
っ
て
、
日

本
古
来
の
行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
端
午
の
節
句
」
を
紹
介
し
た
。
ま

ず
、
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
や
、
滑
稽
本
な
ど
か
ら
多
く
の
画
像
を
選
び
、

貼
り
合
せ
た
資
料
を
準
備
し
て
配
布
し
た
。
ま
た
、
歌
川
広
重
の
浮
世

絵
『
名
所
江
戸
百
景
』
か
ら
、
鯉
の
ぼ
り
が
大
き
く
描
か
れ
た
「
水
道

橋
」
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
配
付
資
料
の
画
像
の
な
か
に
「
鯉
の
ぼ
り
」

「
柏
餅
」
や
「
五
月
人
形
」
や
「
菖
蒲
」
が
あ
る
こ
と
を
確
認
、
発
表

さ
せ
、
現
在
か
ら
み
て
二
百
年
前
に
は
「
端
午
の
節
句
」
が
今
の
形
と

非
常
に
近
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
一
方
で
、「
菖
蒲
打
ち
」

や
「
鍾
馗
」
な
ど
、
現
在
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
風
俗
も
紹
介
し
、
生

徒
の
家
庭
で
過
去
に
行
わ
れ
た
端
午
の
節
句
に
関
す
る
行
事
に
つ
い
て

自
由
に
発
言
さ
せ
た
。
多
く
の
生
徒
が
、「
ベ
ラ
ン
ダ
に
弟
の
た
め
の

鯉
の
ぼ
り
を
飾
り
ま
し
た
」「
五
月
人
形
を
買
い
ま
し
た
」「
柏
餅
を
食

べ
ま
し
た
」
と
発
表
す
る
な
か
で
、「
菖
蒲
を
お
風
呂
に
い
れ
て
入
り

ま
し
た
」
と
い
う
生
徒
も
あ
り
、
他
の
生
徒
に
「
菖
蒲
は
ど
こ
で
か
え

る
の
？
」「
お
風
呂
に
い
れ
て
、
臭
く
な
い
？
」
な
ど
と
質
問
さ
れ
て

盛
り
上
が
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
端
午
の
節
句
が
「
五
節
句
」

の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
他
の
節
句
に
つ
い
て
も
簡
単
に
解

説
を
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
節
句
が
近
づ
い
た
ら
、
ま
た
同
じ

よ
う
な
資
料
を
配
っ
て
解
説
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
希
望
が
多
く
出

た
た
め
、
そ
の
後
も
、
七
夕
・
重
陽
・
人
日
・
上
巳
の
節
句
お
よ
び
、

十
一
月
の
酉
の
市
と
年
末
年
始
の
主
な
行
事
や
習
俗
に
関
す
る
資
料
を

作
成
、
配
付
し
て
試
験
に
も
反
映
さ
せ
た
。

歌
詞
の
解
説
で
、
特
に
難
し
か
っ
た
の
は
「
甍
の
波
と
雲
の
波
」
を
、

屋
根
瓦
の
う
ね
り
と
雲
の
波
の
類
似
か
ら
く
る
も
の
だ
と
理
解
さ
せ
る

箇
所
で
あ
っ
た
。
現
在
の
住
宅
事
情
か
ら
、
生
徒
の
多
く
が
高
層
住
宅

や
、
現
代
的
な
住
宅
に
居
住
し
て
お
り
、
屋
根
瓦
を
理
解
さ
せ
る
の
に

時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
実
際
に
通
学
に
使
用
さ
れ
る
主
要
な
路

線
に
乗
っ
て
情
景
の
理
解
を
促
す
風
景
を
見
出
し
、
生
徒
に
は
「
Ａ
駅

と
Ｂ
駅
の
間
に
あ
る
風
景
を
よ
く
見
て
み
て
下
さ
い
」
と
解
説
し
た
。

ま
た
、
漢
文
学
と
の
関
連
と
し
て
、
ま
ず
は
第
二
連
の
「
舟
を
も
呑
ま

ん
」
と
は
、『
莊
子
』
に
登
場
す
る
「
呑
舟
之
魚
」
と
い
う
、
常
人
を

は
る
か
に
超
越
し
た
才
能
を
も
つ
人
物
を
示
す
語
に
由
来
す
る二
五
こ
と
を

説
明
し
、
後
半
部
分
に
「
大
き
な
人
物
は
、
些
末
な
事
に
動
揺
し
な
い

様
子
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
を
解
説
し
た
。
ま

た
、
つ
づ
く
第
三
連
に
歌
わ
れ
て
い
る
「
百
瀬
の
滝
を
登
り
な
ば
、
忽

ち
竜
に
な
り
ぬ
べ
き
」
と
は
、『
後
漢
書
』
の
中
に
あ
る
「
登
竜
門
」

の
故
事
に
よ
る
こ
と
、
鯉
が
急
流
で
あ
る
竜
門
の
滝
を
登
り
切
っ
た
な

ら
竜
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
伝
説
か
ら
、
現
在
で
は
特
に
立
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身
出
世
の
た
め
の
関
門
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
、

「
鯉
の
滝
登
り
」
が
、「
鯉
の
ぼ
り
」
の
語
に
通
じ
る
こ
と
を
解
説
し
た
。

こ
れ
ら
の
解
説
を
ふ
ま
え
て
、
端
午
の
節
句
に
歌
わ
れ
る
『
鯉
の
ぼ
り
』

に
は
、
男
子
は
大
人
物
た
れ
、
竜
門
を
登
る
鯉
に
擬
え
た
鯉
の
ぼ
り
の

よ
う
に
、
立
身
出
世
せ
よ
、
と
い
う
意
味
の
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

生
徒
か
ら
は
、「
難
し
い
歌
詞
だ
け
れ
ど
も
、
と
て
も
か
っ
こ
い
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
の
ほ
か
、「
男
子
だ
け
に
む
け
ら
れ
て
い

る
な
ん
て
、
差
別
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
と
い
う
、
現
代
に
育
つ
女
性
ら

し
い
、
厳
し
い
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

試
験
実
施
時
に
は
、『
花
』
と
同
時
の
出
題
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
記

憶
問
題
と
し
て
、
第
一
連
の
「
甍
の
波
と
雲
の
波
、　

重
な
る
波
の
中

空
を
」
を
、
全
文
ひ
ら
が
な
で
答
え
さ
せ
た
ほ
か
、
第
二
連
の
「
ゆ
た

か
に
振
う
尾
鰭
に
は
、
第
三
連
の
「
百
瀬
の
滝
を
登
り
な
ば
」、「
空
に

踊
る
や
鯉
の
ぼ
り
。」
を
解
答
さ
せ
た
。「
空
に
躍
る
や
鯉
の
ぼ
り
」
と
、

第
一
連
の
「
高
く
泳
ぐ
や
鯉
の
ぼ
り
」
を
混
乱
し
た
答
案
が
見
ら
れ
た

ほ
か
、
第
一
連
の
解
答
に
際
す
る
「
ひ
ら
が
な
」
の
指
示
を
見
落
と
し

た
例
が
あ
っ
た
が
、
概
ね
正
答
率
は
高
く
、
生
徒
の
緊
張
と
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
問
目
で
、「
呑
舟
の
魚
」
の
よ
み
と
、
意
味
と
を

答
え
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
正
答
率
は
約
五
割
と
激
減
し
、
日
々
暗
誦
し
て

い
る
歌
詞
の
内
容
か
ら
離
れ
た
部
分
に
は
、
生
徒
の
注
意
が
向
き
に
く

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
歌
の
題
名
に
な
っ
て
い
る

「
鯉
の
ぼ
り
」
に
つ
い
て
、「
旧
暦
五
月
五
日
に
行
わ
れ
た
端
午
の
節
句

に
も
と
づ
く
景
物
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
高
校
一
年
生
に
は
「
端

午
の
節
句
」
の
よ
み
を
答
え
さ
せ
、
高
校
二
年
生
、
三
年
生
に
は
節
句

に
関
す
る
景
物
を
答
え
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
正
答
率
は
比
較
的
高
く
、
全

員
が
楽
し
ん
だ
授
業
内
容
は
、
比
較
的
よ
く
覚
え
て
い
る
こ
と
も
わ

か
っ
た
。

六
、
お
わ
り
に

文
部
省
唱
歌
を
利
用
し
た
現
代
文
教
育
を
実
践
し
て
い
く
う
ち
に
、

生
徒
か
ら
は
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
全
く
興
味
の
な
か
っ
た

外
国
民
謡
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思

う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」「
季
節
の
歌
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
て
面
白
か
っ
た
で
す
」「
毎
月
違
う
歌
が
楽
し
み
で
し
た
」
と

い
っ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、「
ほ
と
ん
ど
の
歌
は
知
っ
て
い
た
が
、『
鯉

の
ぼ
り
』
は
知
ら
な
か
っ
た
。
楽
し
く
歌
え
た
の
で
今
も
覚
え
て
い
る
。

鯉
の
ぼ
り
、
雛
ま
つ
り
、
花
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
詞
が
歌

え
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
」
と
い
う
、
七
五
調
の
歌
へ
の
鋭
い
観
察
を

行
う
生
徒
も
い
た
。
ま
た
、
中
学
一
年
生
が
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
も
、

「
授
業
で
歌
っ
た
歌
の
な
か
に
出
て
い
た
表
現
で
、
模
試
の
文
法
問
題

が
解
け
ま
し
た
」
と
い
う
、
嬉
し
い
知
ら
せ
も
あ
っ
た
。

ひ
と
つ
の
唱
歌
に
対
し
て
、
丁
寧
な
紹
介
や
解
説
を
施
す
こ
と
に
、
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当
初
は
疑
問
の
声
も
あ
っ
た
が
、
今
回
述
べ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

『
夏
は
来
ぬ
』
の
解
説
を
行
っ
た
後
に
、「
授
業
の
お
か
げ
で
、
季
語
や

歌
語
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」「『
枕
草
子
』
を
読
ん
で
、
こ
れ
だ
！

と
思
い
ま
し
た
」
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。
近
年
で
は
、
唱
歌
が
十
代

か
ら
八
十
代
の
人
々
に
至
る
ま
で
生
涯
学
習
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
報
告
も
あ
り二
六
、
世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
端
と
し

て
、
唱
歌
を
利
用
す
る
可
能
性
も
考
え
う
る
だ
ろ
う
。

既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
毎
回
の
授
業
開
始
時
に
、
時
季
に
合
わ

せ
た
明
治
期
・
大
正
期
の
文
部
省
唱
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
は
、
伝
統
的

な
日
本
語
表
現
に
触
れ
る
機
会
で
あ
り
、
同
時
に
古
典
文
学
読
解
へ
の

糸
口
と
な
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
歌

詞
の
内
容
に
関
連
し
た
日
本
の
伝
統
行
事
や
四
季
の
行
事
な
ど
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
注
目
し
、
現
代
の
日
常
生
活
の
中
に
今
な
お
息
づ
く
伝

統
文
化
へ
の
注
意
を
促
す
好
機
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
事
実
、
平
成

二
十
三
年
か
ら
一
年
間
解
説
を
行
っ
た
結
果
、
高
校
二
年
生
約
一
〇
人

が
、
平
成
二
十
四
年
の
夏
季
休
業
に
伝
統
行
事
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を

ま
と
め
た
ほ
か
、
高
校
三
年
生
が
文
化
祭
で
『
古
き
良
き
み
ん
な
の
歌
』

と
題
し
て
、
唱
歌
の
紹
介
と
合
唱
を
行
い
、
好
評
を
博
す
な
ど
の
成
果

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
度
に
担
当
し
た
生
徒
か
ら
は
、
現
在

で
も
地
元
の
酉
の
市
に
は
か
な
ら
ず
足
を
運
ぶ
と
の
連
絡
も
う
け
た
。

教
師
冥
利
に
つ
き
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
、
三
回
の
実
践
を
経
て
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
課
題
を
も
と
に
、
さ
ら
に
面
白
く
文
部
省
唱
歌
を
紹
介
し
、

歌
詞
や
メ
ロ
デ
ィ
を
よ
り
長
く
記
憶
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
展
開
し
た

い
。
ま
た
、
紙
面
の
都
合
で
今
回
紹
介
で
き
な
か
っ
た
『
夏
は
来
ぬ
』

以
降
の
実
践
に
つ
い
て
も
、
次
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。

（
講
師　

日
本
近
世
文
学
）

注
一 

中
村
佳
文
『
声
で
思
考
す
る
国
語
教
育　
〈
教
室
〉
の
音
読
・
朗
読
実
践

構
想
』
ひ
つ
じ
書
房　

二
〇
一
二
年

二 

注
一
の
中
村
氏
論
考
に
同
じ
。
中
村
氏
は
こ
の
な
か
で
、
竹
内
敏
晴
氏

の
教
育
実
践
を
例
に
あ
げ
、「
春
が
来
た
」
を
例
に
と
っ
た
内
容
の
吟
味

と
解
釈
の
作
業
に
触
れ
て
い
る
。

三 

若
井
勲
夫
「
唱
歌
・
童
謡
と
国
語
教
育
（
上
）（
下
）」（
一
九
八
八
年

十
二
月
・
一
九
八
九
年
十
二
月
）
に
よ
る
。
論
考
の
中
で
、
若
井
氏
は
、

昭
和
六
十
一
年
の
時
点
で
、
初
等
・
中
等
教
育
の
音
楽
か
ら
唱
歌
が
多

く
姿
を
消
し
、
歌
詞
の
解
釈
指
導
が
疎
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
難
じ
、
国

語
教
育
と
音
楽
教
育
の
双
方
に
お
け
る
唱
歌
の
積
極
的
な
利
用
を
提
唱

し
て
い
る
。
ま
た
、
若
井
氏
は
、
現
代
文
の
教
科
書
に
も
多
く
採
用
さ

れ
た
近
代
以
降
の
作
家
た
ち
が
作
品
中
に
唱
歌
を
多
く
利
用
し
て
い
る

こ
と
も
指
摘
す
る
。（
若
井
勲
夫
「
唱
歌
と
現
代
文
学
（
一
）〜（
三
）」

京
都
文
教
短
期
大
学
研
究
紀
要
第
三
十
五
号
〜
三
十
七
号　

一
九
九
六

年
十
二
月
・
一
九
九
七
年
十
二
月
・
一
九
九
八
年
十
二
月
。）

四 
福
嶋
美
知
子
「
教
室
か
ら
の
報
告　

―

唱
歌
・
童
謡
を
取
り
入
れ
た
授

業
の
試
み―

」『
拓
殖
大
学
日
本
語
紀
要
』
第
十
三
号　

二
〇
〇
三
年
三

月

（156）
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五 

文
部
科
学
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
幼
稚
園
教
育
要
領
、
小
・
中
学
校
学
習

指
導
要
領
等
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
よ
る
。（
平
成
二
十
五
年
八
月

二
十
二
日
参
照
）h

ttp://w
w

w.m
ext.go.jp/com

pon
en

t/a_m
en

u/

education
/m

icro_detail/__icsFiles/afi
eldfi

le/2011/03/30/1234
773_001.pdf

六 

文
部
科
学
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ

イ
ン
ト
」
に
よ
る
。（
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日
参
照
）
高
等
学

校

h
ttp

:/
/

w
w

w
.m

ext.go.jp
/

com
p

on
en

t/
a_m

en
u

/
ed

u
cation

/

m
icro_d

etail/
__icsFiles/

afield
file/2011/03/30/1234773_002.

pdf

七 

堀
内
敬
三
・
井
上
武
士
「
解
説
」
に
よ
る
（『
日
本
唱
歌
集
』
岩
波
文

庫　

緑
九
二
│

一　

岩
波
書
店　

一
九
五
八
年
）。

八 

注
七
の
堀
内
氏
・
井
上
氏
論
考
に
よ
る
。

九 

注
四
の
福
嶋
氏
論
考
に
よ
る
。

一
〇　

東
京
芸
術
社
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
の
音
楽
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
現
在
）

一
一　

堀
内
氏
・
井
上
氏
に
よ
れ
ば
、
唱
歌
の
歴
史
の
な
か
で
は
、
日
清
戦
争

（
一
八
九
四
〜
九
五
年
）
お
よ
び
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
〜
〇
五
年
）
以

降
に
隆
盛
し
た
軍
歌
の
流
行
が
あ
り
、
明
治
二
十
四
年
七
月
刊
行
の
『
国

民
唱
歌
集
』
に
軍
歌
の
掲
載
が
み
ら
れ
る
。
文
部
省
は
戦
意
昂
揚
の
た

め
に
こ
れ
ら
の
軍
歌
を
利
用
し
た
と
い
う
（
注
五
の
堀
内
氏
・
井
上
氏

論
考
に
よ
る
）。
林
癸
未
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
、
明
治
初
期
の
唱

歌
集
の
中
に
は
軍
歌
が
多
く
含
ま
れ
、
そ
の
分
別
は
困
難
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
（
林
癸
未
夫
「
明
治
初
期
の
唱
歌
と
軍
歌
」『
書
物
展
望
』
八

号　

一
九
三
八
年
）。
そ
の
後
も
軍
歌
や
唱
歌
は
、
植
民
地
政
策
な
ど
に

も
積
極
的
に
利
用
さ
れ
、
岡
部
芳
広
氏
は
、
台
湾
に
お
け
る
音
楽
教
育

を
「
皇
民
の
道
の
修
練
で
あ
り
、
国
防
に
資
す
る
た
め
の
訓
練
、
す
な

わ
ち
皇
民
化
の
た
め
の
音
楽
教
育
」
と
定
義
し
て
い
る
（
岡
部
芳
広
『
植

民
地
台
湾
に
お
け
る
公
学
校
唱
歌
教
育
』
明
石
書
店　

二
〇
〇
七
年
）。

そ
こ
で
、
今
回
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
極
力
排
除

し
、
四
季
折
々
の
花
鳥
風
月
を
歌
っ
た
も
の
や
、
教
科
書
の
内
容
に
沿
っ

た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
に
つ
と
め
た
。

一
二　

小
学
校
一
年
生
向
け
の
東
京
書
籍
の
音
楽
教
科
書
に
、「
に
っ
ぽ
ん
の
う

た　

こ
こ
ろ
の
う
た
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。

一
三　

東
京
芸
術
社
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
の
音
楽
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
現
在
）

一
四　

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
作　

高
橋
健
二
訳
『
少
年
の
日
の
思
い
出
』（
光
村

図
書
『
中
学
校
国
語
１
』
二
〇
〇
六
年
）

一
五　
『
ク
ジ
ャ
ク
ヤ
マ
マ
ユ
』（『
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
全
集
』
第
六
巻　

臨
川

書
店　

二
〇
〇
六
年
）

一
六　

注
一
〇
に
述
べ
た
と
お
り
、
多
く
の
出
版
社
で
小
学
校
四
年
生
時
の
教

科
書
に
掲
載
さ
れ
る
。（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
現
在
）

一
七　

佐
々
木
瑞
枝
『
雪
や
こ
ん
こ
、
あ
ら
れ
や
こ
ん
こ
』（
光
村
図
書
『
中
学

校
国
語
１
』
二
〇
〇
四
年
）

一
八　
『
箱
根
八
里
』
の
斉
唱
お
よ
び
試
験
は
、
高
校
三
年
生
の
み
を
対
象
と
し

て
実
施
し
た
。
一
方
で
、
高
校
二
年
生
に
は
六
月
の
歌
を
設
け
ず
、
前

期
期
末
試
験
で
は
『
夏
は
来
ぬ
』
に
つ
い
て
の
設
問
を
課
し
、
一
年
経

過
後
の
状
況
確
認
を
行
っ
た
。

一
九　

注
三
の
若
井
氏
論
考
に
は
、
国
語
教
育
に
お
い
て
唱
歌
を
「
詩
」
と
し

て
教
材
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、
音
楽
教
育
に
お
い
て
は
「
歌
詞
を
ま
ず

詩
と
し
て
音
読
、
黙
読
す
る
、
難
し
い
歌
詞
の
意
味
を
知
る
、
リ
ズ
ム
、

抑
揚
や
構
成
、
展
開
を
考
え
る
、
そ
の
内
容
や
情
景
を
つ
か
む
と
い
っ

た
作
業
を
経
て
、
曲
想
を
行
か
し
た
歌
い
方
の
工
夫
を
し
て
、
表
現
（
歌

う
こ
と
）
に
入
っ
て
い
く
の
が
よ
い
。」
と
の
意
見
が
あ
る
。
実
践
し
た
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中等国語教育における文部省唱歌利用の可能性

指
導
法
と
の
共
通
点
な
ど
も
ふ
ま
え
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

二
〇　

佐
山
半
七
丸
・
速
水
春
暁
斎
『
都
風
俗
化
粧
伝
』（
東
洋
文
庫  

一
九
八
二

年
）

二
一　
『
古
今
和
歌
集
』
五
十
六
番
歌
に
よ
る
（『
新
編
国
歌
大
観
』　

第
一
巻
「
勅

撰
集
・
歌
集
」
角
川
書
店　

一
九
八
三
年
）。

二
二　

山
本
和
義
『
蘇
軾
』（『
中
国
詩
文
選
』
十
九　

筑
摩
書
房　

一
九
七
三
年
）

二
三　

注
三
の
若
井
氏
論
考
「
唱
歌
・
童
謡
と
国
語
教
育
」
に
も
、「
荒
城
の
月
」

歌
詞
に
対
し
て
、
高
校
三
年
生
生
徒
に
よ
る
同
様
の
感
想
が
見
ら
れ
る
。

二
四　

高
校
一
年
生
二
十
八
人
中
二
十
三
人
、
高
校
二
年
生
二
十
一
人
中
十
五

人
、
高
校
三
年
生
二
十
四
人
中
二
十
二
人
が
正
答
し
た
。（
正
答
率
約
八

割
二
分
）

二
五　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
は
、「
舟
を
ま
る
の
み
に
す
る
ほ
ど
の

大
き
な
魚
。
転
じ
て
、
善
悪
と
も
に
、
大
人
物
・
大
物
の
た
と
え
。」
と

あ
る
。

二
六　

兎
束
淑
美
「
生
涯
学
習
に
お
け
る
童
謡
・
唱
歌
の
位
置
づ
け―

地
域
に

お
け
る
活
動
の
歴
史
と
必
然
性―
 

そ
の
１
」（『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀

要
』
一
九
号　

一
九
九
六
年
三
月
）

　

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
唱
歌
の
歌
詞
は
、
堀
内
敬
三
・
井
上
武
士
『
日
本
唱

歌
集
』（
岩
波
文
庫　

緑
九
二
│
一　

岩
波
書
店　

一
九
五
八
年
）
に
よ
っ
た
。
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